










































































































































































































































































































































































































































































































































回　答 よくできている まあできている あまりできてない 全くできていない 無回答等
ちゃんと話を聞く
男
87
50.0
43
24.9
39
22.4
2
1.1
1
0.5
2
1.1
女
87
50.0
40
23.1
34
19.5
6
3.4
5
2.9
2
1.1
全体
174
100.0
83
47.7
73
42.0
8
4.6
6
3.4
4
2.3
あいてを否定しない
男
87
50.0
44
25.4
36
20.7
2
1.1
1
0.5
4
2.3
女
87
50.0
40
23.0
40
23.0
4
2.3
3
1.7
0
0
全体
174
100.0
87
48.4
76
43.7
6
3.4
4
2.2
4
2.3
じぶんの意見をいう
男
87
50.0
42
24.2
38
22.9
3
1.7
2
1.1
2
1.1
女
87
50.0
44
25.1
39
22.8
1
0.5
1
0.5
2
1.1
全体
174
100.0
86
49.3
77
44.7
4
2.2
3
1.6
4
2.2
みんなで協力する
男
87
50.0
43
24.7
33
19.0
7
4.1
2
1.1
2
1.1
女
87
50.0
41
23.5
33
19.0
7
4.1
4
2.3
2
1.1
全体
171
100.0
84
48.2
66
38.0
14
8.2
6
3.4
4
2.2
 上段：回答人数（ｎ）　　下段：回答率（％）
図２−３　ちゃんとあじみアンケート　ポジティブ回答の比較 （％）
実施前 実施後
ちゃんと話を聞く
男 38.5 47.3
女 32.2 42.6
全体 70.7 89.9
あいてを否定しない
男 37.6 46.1
女 35.1 46.0
全体 72.7 92.1
じぶんの意見を言う
男 42.9 46.1
女 39.7 47.9
全体 82.6 94.0
みんなで協力する
男 34.0 43.7
女 27.6 42.5
全体 61.6 86.2
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ため、伸び率は低くなった。Ａ中学校のこの学
年は、元々から比較的スクールカースト（12）が
見られず、一人一人が自由に発言できる土壌が
できていた。その反面、自由に発言できる温か
い土壌があるが故に「ちゃんと話を聞く」や「あ
いての意見を否定しない」といった側面が育ち
きっていない現状があった。今回のドリカムス
クール実施により、特にこれらの項目でのポジ
ティブ回答が大きく上昇し、ちゃんとあじみを、
子どもたちが意識するようになった、という点
では一定の効果が見られたといえる
②ドリカムスクール後の子どもの感想
　ドリカムスクール実施後に、子どもたちが書
いた感想より、抜粋したものを図３に示した。
③ドリカムスクール後の子どもの様子
　ドリカムスクール終了６日後の昼休みに、あ
る学級でトラブルが発生した。日直の２人が仕
事の押し付け合いをし、カッとなったＡがＢに
暴言を吐き、あまり弁のたたないＢがＡを蹴り、
取っ組み合いになるという、些細なことが発端
となったトラブルである。騒ぎを聞いてその場
に駆けつけた筆者が、トラブル当事者であるＡ
とＢの主張を聞くと
Ａ：確かに暴言は悪いけど、暴力はもっと悪
いやろ。謝れや。
Ｂ：暴言も暴力やろ。おまえこそ謝れよ。
Ａ：俺ばっかり日直の仕事してるし。おまえ
全然やってへんやんけ。
Ｂ：俺も仕事したし。自分ばっかり仕事して
るみたいに言うな。ウザイ。
とまさに卵が先か鶏が先か、と双方の主張は平
行線状態であった。そこでトラブル時に周りに
いた子どもたちに話を聞くと、どうやら周りに
いた子どもたちは、トラブルを仲裁せず（トラ
ブル傍観者）、むしろそのお祭り騒ぎを楽しん
でいた子ども（トラブル加担者）もいた、とい
図３「ドリカムスクールを終えての感想」
「ちゃんと話を聞く」
・相手の話を最後まで聞くって大事なことやなあと思った。
・相手の目を見て、話を聞こうとするようになった。
・自分の話ばっかしないようにしようと思う。
「あいての意見を否定しない」
・人の意見を否定しないだけで、こんなにも話がまとまりやすくなるのには驚いた。
・人の良いところを素直に認めてみようと思う。
・相手によって、自分の先入観から態度を変えないようにしたい。
「じぶんの意見を言う」
・今まで自分ばっかり、話していた気がする。
・多くの人に自分から話しかけてみようと思った。
・相手が納得するよう、短く話そうと思った。
「みんなで協力する」
・最初、苦手な子と一緒の班になり、嫌やなあと思った。でも協力していくうちに、仲良く
　できて、自分が少し変わった気がする。
・一から何かを作るには、みんなの意見が必要だし、協力が必要だということがわかった。
・えらそうにしないようにしよう、と思った。
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う実態が浮かびあがってきた。そもそもドリカ
ムスクールを、この６日前に終えたばかりであ
る。そこで学んだちゃんとあじみを、子どもた
ちが実生活でも実践していれば、トラブル自体
が防げた可能性が高い。また周りのギャラリー
（トラブル傍観者や加担者）たちの動きも、ド
リカムスクール終了時のアンケートのポジティ
ブ回答の割合とリンクしているとは、とうてい
思えない。そこで子どもたちに、自分自身をしっ
かりと内観させるためにも、今回のトラブルを
成長のための良い教材のひとつであると考え、
筆者は総合的な学習の時間のなかで急遽、今回
の事案を取りあげることにした。
筆者：今回のトラブルを、なぜ誰も止めよう
としなかったのか？
Ｃ （加担者）：あいつらどっちもどっちやか
ら、いじめちがうし。あいつら自業自得
やで。
Ｄ（傍観者）：面倒なことに巻き込まれるの
嫌やし。
筆者：ドリカムスクールの「ちゃんとあじみ、
覚えてるか？」
Ａ：①あれって授業のなかで使うもんやろ。
Ｂ：②普段いちいち、ちゃんとあじみって覚
えてられへんし。
　確かに①の発言の通り、ドリカムスクール後
に、横断的な学習の取り組みのひとつとして、
社会科の授業で、班毎での協同学習をした際に、
子どもたちは、ちゃんとあじみのルールを比較
的よく守り、効果的な協同学習に取り組むこと
ができた。（地理の授業で、地域の地形図を作
ろう、をテーマに５時間の協同学習を実施）　
換言すれば、あらかじめこちらが作りあげた、
ある種バーチャルな空間の中では、子どもたち
は、ちゃんとあじみが実践できているというこ
とである。しかしながら、②の発言のように、
現段階でこどもたちは、ちゃんとあじみを頭の
中で意識するようには、なってきているものの、
なかなかそれを実生活での行動に移すまでには
至っていないということである。
（２）成果や課題
　ちゃんとあじみの実行状況アンケート、子ど
もの感想文、ドリカムスクール後の子どもたち
の様子等から、ちゃんとあじみについて、子ど
もたちは頭の中で意識するようにはなってきた
ものの、それが具体的な行動にまでは、なかな
か繋がりきっていない現状が浮かびあがってき
た。ちゃんとあじみは、キャリア教育で育成し
たい基礎的・汎用的能力のうちの、特に自己理
解・自己管理能力や人間関係形成・社会形成能
力と関わりが深い。特に人間関係形成・社会形
成能力は「ア．自己主張の段階→イ．自分の置
かれている状況を受け止めようとする段階→
ウ．自分の考えを伝えようとする段階→エ．他
者の立場や考え方を理解しようとする段階→
オ．他者と協力・協働しようとする段階」へと
推移すると考えられている（13）。
　子どもたちの多くは、ドリカムスクールの実
践を通して、頭の中ではちゃんとあじみを意識
するようになってきたという点で、アやイの段
階から、ウやエの段階に推移してきたといえる。
　では、ドリカムスクールで学んだちゃんとあ
じみを、普段の学校生活や日常生活の中でどの
ように生かし、どうしたら具体的な行動へとつ
ながっていくのか、それが今後の課題のひとつ
である。まずは、日々の学校生活の中で、学び
を生かすべき場面があれば、ドリカムスクール
で学んだこととのつながりを伝え、その都度、
意識させていくことで、より具体的な行動を喚
起していくことが大事である。また、家庭や地
域、小学校と目ざす子ども像を共有していくこ
と、そのための積極的なキャリアコーディネー
ターの活用等も今後の課題のひとつである。
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　本実践により「総合的な学習の時間を活用し
た、キャリア教育の視点からのドリカムスクー
ルの取り組みは、子どもの基礎的・汎用的能力
の育成に効果的なプログラムである」という仮
説を断定することはできなかった。しかしなが
ら、本実践により、多くの子どもがちゃんとあ
じみを意識するようになってきたという点で
「ドリカムスクールは、子どもの基礎的・汎用
的能力の育成に有効なプログラムのひとつであ
る」ということが明らかになった。
おわりに
　本稿では、新学習指導要領の趣旨を生かし、
生きる力を育むためには、キャリア教育の視点
から基礎的・汎用的能力の育成に着目した総合
的な学習の時間の取り組みをすすめることが不
可欠である、という観点から、ドリカムスクー
ルの実践についてまとめた。この取り組みを終
えた彼ら175名は、この４ヵ月後、実際に3.5
日間の広域型職場体験学習（14）に取り組んだ（15）。
　こういった取り組みを単なるイベントや思い
出作りだけで終わらすことなく、本来の趣旨や
目的に基づいた系統的で横断的な取り組みへと
つなげていくためには、事前・事後の活動の充
実をはかることはもちろんのこととして、生徒
の成長や変容の評価について、定性的な方策に
加え、定量的な方策も積極的に取り入れ、より
多様な視点から、指導の改善に生かしていく必
要がある。本稿では、それらのアプローチに乏
しい感はぬぐえず、これらについては今後の課
題としていきたい。
【注】
（１） 筆者が平成16年4月から平成26年3月まで10年
間勤務した公立中学校。筆者は平成26年4月に
転勤した。
（２）「初等中等教育と高等教育との接続の改善につ
いて」、平成11年12月
（３）「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育
の在り方について」、平成23年1月
（４）「中学校キャリア教育の手引き」文部科学省、
2001年3月、22頁
（５）平成24年度より中学校で全面実施
（６）NPO法人JAE、キャリアコーディネーター角野
綾子氏監修
（７）９頁④キャリア教育「児童一人一人の社会的・
職業的自立に向け、コミュニケーション能力や
自己理解能力・自己管理能力等、それらの基盤
となる能力や態度を育成すると共に、勤労観・
職業観等を育成する等、児童・生徒の発達の段
階に応じた体系的・系統的なキャリア教育を推
進するように努める」と規定
（８）平成11年度、各界有識者による市教育改革懇
話会を設置、平成12年2月「21世紀にはばた
くなにわっ子の育成」と題する提言をもとに、
平成12年度策定
（９）平成11年4月策定、平成17年4月改訂
（10）カリキュラム開発や連携に関する研修を積み、
一定の知識とスキルがあることを認められた
キャリア教育の専門家
（11）大阪商工会議所創立120周年を記念して開設さ
れた、大阪で活躍した企業家をテーマにした博
物館
（12）現在の日本の学校空間における生徒の間に自然
発生する人気の度合いを表わす序列を、カース
ト制度のような身分制度になぞらえた表現
（13）「中学校キャリア教育の手引き」文部科学省、
2001ねん3月、22頁
（14）地域密着型でなく、大阪全域にわたり活動する
職場体験学習
（15）佛教大学大学院紀要教育学研究科篇第42号に
て、筆者執筆
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